
、

11月号

今金町民憲章

。民主主漢にf散して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

O 鍵康で勤労にはげむ明るい町にいたしま Lょう。

。技能をみがき重量嘆の開発に努め豊かな町にいたしましょう。

o 教聾をたかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいた しましょう 。

制 定 昭 和42'手10月，.



第1固

町推
内
会
・
自
治
会
町
づ
く
り

進
調
整
会
議
』

開
催

サ
イ
ヲ
』リ

hv
中
野
浩
一

♂
を
先
頭
に
デ
モ
ン
ス

ト
レ

l
シ
ョ
ン
を
行
う

• (e 

従
来
、

1
月
下
句
に
町
長
を
は
じ

め
各
担
当
課
長
が
直
接
地
域
へ
出
向

き
、
各
地
域
の
要
望

・
意
見
を
聞
く

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
開
催
時
期
と
形
式

を
変
え
て
行
う
「
町
内
会

・
自
治
会

町
づ
く
り
推
進
制
強
会
議
」
の
第
1

回
目
が
叩
月
幻
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
町
内
会

・
自
治
会

の
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
、
地
域
的

意
見
に
早
急
に
対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
と
新
年
度

予
算
に
反
映
で

き
る
体
制
づ
く

り
と
、
将
来
的

に

は

町

内

自

治
会
的
中
期

・

長
期
計
画
の
策

定
の
方
向
で
取

り
組
み
、
そ
れ

が
今
金
町
総
合

計
画
の
基
本
と

な
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ジ
ワ
ロ
E
ド
建
設
の
実
現
を

中
野
浩

んさ

と

サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
楽
し
む

太
平
洋

・
日
本
海

(渡
仏
半
仏
)

横
断
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ

l
ド
強
敵
事

裁
祁
進
協
税
金
主
川
閣
の

e

「
世
界
的

中
野
」
と
疾
走
ろ
う

7

5

マ
イ

ル
M

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
が
叩
月

B

目
、
長
万
部
町
を
舞
台
に
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
長
万
部

・
今
金

・

北
柏
山

-
瀬

棚

大

成

町

5
町
で
構

成
し
、
渡
島
半
島
を
横
断
す
る
旧
国

鉄
瀬
棚
線
(
拍
・
2
日
)
跡
地
を
自
転

車
道
に
す
る
構
想
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

昨
年
5
月
町

n
旧
国
鉄
瀬
棚
線
を

歩
こ
う
会
H

に
続
く
事
業
で
、
今
回

は
元
競
輪
選
手
で
世
界
選
手
格
自
転

車
競
技
大
会
の
プ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト
日

迎
制
と
活
雌
し
た
中
野
浩

一
さ
ん
を

招
き
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
家
ら
3

0

0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

中
断
さ
ん
を
先
訊
に

一
般
的
部

・

中
学
生
の
部

・
小
学
生
の
部

・
親
子

の
部
に
分
か
れ

7
・
5
マ
イ
ル

(
ロ

山口
)
を
体
力
に
合
わ
せ
た
ス
ピ
ー
ド

で
完
走
し
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

5
台
が
当
た

る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

l
ド
建
設
実
現
に

向
け
て
の
大
会
ア
ピ
ー
ル
も
な
さ
れ
、

構
想
実
現
に
向
け
て
力
強
く
亘
書
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
各
緑
町
謀
長

-
係
長
が

出
席
し
事
前
に
町
内
会

・
自
治
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
情
引
に
つ
い
て

相
談

・
制
整

・
要
鯖
を
受
け
、
回
答

を
し
て
い
ま
し
た
。

本
音
の
部
分
で
の
や
り
取
り
な
ど

が
あ
り
、
相
談
者
と
じ
っ
く
り
話
し

込
む
姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

第
2
回
自
の
会
議
は
日
月
中
旬、

開
催
予
定
で
、
第
1
回
自
の
会
議
で

結
論
の
で
を
か
っ
た
要
望
事
項
に
つ

い
て
町
長
は
じ
め
管
理
職
出
席
に
よ

り
、
全
体
会
議
と
い
う
形
で
行
い
ま

す
。
各
町
内
会

・
自
治
会
が
ど
の
よ

う
な
悩
み
を
持
っ
て

い
る
か
な
ど
、

町
全
体
を
視
野
に
い
れ
た
芯
見
交
換

が
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

開催

楽 L(サイクリングをする参加者

“交通安全槍山の集い"無事故を願い • • 
書課ごとに要望事項の回答が行なわれま Lた。

ふ里!!適m格 a・倭a民|剛則 健係水 除"'"防犯'" 作'1 111 学後 関，、ス運行係 道聞路樟理係事 倒聞 防係 会凶館"鏑係
生活用水 観光 基 旭 住宅 駐車喝

その他 It 
関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係 関係

，.判河 3 1 3 3 11 

花 石 8 3 ヲ 2 1 1 1 2 22 

中 思 2 2 1 8 
住 省 11 6 3 21 
神 丘 4 1 2 10 
極

'" 
s 6 3 2 4 3 1 E 2 32 

畏 阻 l 3 
金 "' 3 2 2 1 2 11 
日 進 1 2 7 

" * 2 2 3 1 1 10 

市町市町街山山 地 5 3 1 4 15 

10 7 6 2 3 3 21 53 

針 57 J3 18 6 11 6 3 8 2 11 4 。 3 2 。 39 203 

〕2
 

〔

地区別要望内訳一覧

今金小厳笛隊を先頭に市街地をパレード、 無事故を訴える

秋
め
交
通
安
全
巡
動
期
間
中
の

9
月
幻
目
、

「交
通
安
全

柏
山
の
集
い
」
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
管
内
各
町

か
ら
4
0
0
名
が
参
加
し
て
無
事
故
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
人
の
命
の
噂
さ
を
心
に
刻
み
、
家
庭

・
地

域

・
職
場
か
ら
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と
柏
山
支
庁
地
区
交

通
安
全
推
進
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
二
人
ひ
と
り
が

交
通
7

ナ
ー
を
身
に
つ
け
事
故
絶
滅
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

」

と
い
う
交
通
安
全
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

集
い
で
は
管
内
刊
町
を
回
る
「
交
通
安
全
祈
願
楯
リ
レ

l
」

の
結
団
式
も
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
叩
町
が
辿
併
を
深

め
て
、
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
今
金
小
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
役
場
前
か
ら
デ
-

モ
|
レ
ン

w
い
ま
か
ね
H

ま
で
を
無
事
故
を
訴
え
て
パ
レ
ー

ド
し
て
大
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
・

)
 

3
 

〔



沖
縄
県
の
青
年
・
婦
人
が
来
町

活
発
巴
意
見
奈
換
、
突
流
を
深
め
る

沖
縄
県
の
青
年
婦
人
ら
勾
名
が

ω月
日
、

H
日
の
両
目
、
本
町
を
訪

れ
て
今
金
町
内
青
年
婦
人
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

沖
縄
県
青
年

・
婦
人
圏
内
研
修
事

業
で
来
近
し
、
優
良
町
村
的
視
察
と

し
て
今
金
町
に
来
町
し
た
も
の
で
、

デ

・
モ

l
レ
ン
に
お
い
て
本
町
内
官

年
婦
人
団
体
的
事
業
、
子
針
、
活
動

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
の
後
、

質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

沖
縄
県
内
青
年

・
婦
人
か
ら
は

.
離
島
の
た
め
交
流
が
少
な
い

・
横
の
連
携
が
う
ま
く
い
か
な
い

.
後
継
者
が
育
た
な
い

な
ど
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
当
町
の

実
情
を
説
明
し
な
が
ら
の
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
で
の
拡
迎
会

に
続
き
、
背
年
た
ち
は
奥
ピ
リ
カ
純

米
に
て
夜
な
べ
絞
殺
を
す
る
な
ど
積

極
的
に
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

H
日
に
は
町
内

の
施
設
な
ど
を
見

学
し
て
本
町
で
の

研
修
を
終
え
ま
し

た
。参

加
者
の
一
人

は

「
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
研
修
司

成
川
市
を
こ
れ
か
ら

の
活
動
に
役
立
て

た
い
己
と
儲
し
て

い
ま
し
た
。

歓迎の挨拶をする高橋婦連協会長

le • 

生きがいを見つぴて豊かな生活

舎金町高齢者事業団

事
業
団
の
し
く
み

今
金
町
向
齢
者
事
業
団
は
急
激
な

悶
齢
化
を
む
か
え
る
中
、
長
年
の
経

験
や
知
忠
を
活
か
し
て
地
域
社
会
の

日
常
生
活
に
密
泊
し
た
仕
事
を
通
じ

て
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
平
成
元
年
に
道
や
町
の

扱
助
を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

営
利
を
目
的
と
せ
ず
団
只
に
よ

っ

て
‘
自
主
的
民
王
的
に
み
ん
な
で

巡
蛍
さ
れ
る
卒
業
体
と
し
て
自
分
た

ち
の
手
で
働
〈
場
所
を
つ
く
り
、
生

手
品話
量な

れ品E
~ i~\ .己

主lこ
ヌ学
?ぶ
Jレ

今
金
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
(
小
学
生
編
)
が
印
月

日
目
、
「
い
い
ま
ち
今
金
夢
の
町
背
少
年
交
流
推
進
事
業
」
と

し
て
老
人
稲
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
何
事
裁
は
、
急
速
な
出
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、
本
町

内
青
少
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
と
福
祉
の
心
を
培
つ

で
も
ら
お
う
と
文
部
省
の
昨日
少
年
交
流
補
助
を
受
け
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
金
町
手
関
同
好
会
員
に
よ
る
手
話
的

実
技
指
場
、
ヘ
ル
パ

!
の
仕
事

・
車
イ
ス
的
使
い
方
な
ど
の

説
明
を
受
け
、
内
品
舟
閣
の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
初
名
あ
ま
り
の
小
学
生
は
興
味
を
も

っ
て
手
話

な
ど
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

活
を
少
し
で
も
泣
か
に
し
て
い
く
も

の
で
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
?

オラ ンダ通 りの草取り、草刈りに精を出す団員な

現
在
は
町
の
委
託
に
よ
る
、
公
共

施
設
の
手
入
れ
が
中
心
で
、
卒
業
団

が
引
き
受
け
る
仕
事
に
は
次

の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

。
建
物
内
外
の
消
掃
庭
向
手
入
れ

O
公
園
の
草
刈
り

。
軽
い
土
木
作
業

。
花
づ
く
り

こ
め
は
か
、
臨
時
的
、
短
期
的
な

仕
事
で
市
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も

働
き
ま
せ
ん
か

、

現
在
、
お
名
の
団
員
が
楽
し
く
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
に
も
勤

め
て
い
な
く
て
、
健
康
で
働
〈
意
欲

の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
団

で
き
ま
す
。

働
く
時
間
な
ど
は
本
人
的
都
合
に

合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
働
い
た
分
的
口
金
は
、
お
支
払

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
今
金
町
向
齢
者
事
業
団

事
務
所
ま
で

(
閣
商
工
会
館
)

合

2

3

4

0

7

(e • 今金幼稚園

りワηワ、I!手ど手
め運動会

今
金
幼
雌
聞
の
運
動
会
が
野
天
に

恵
ま
れ
た
叩
月

2
目
、
同
国
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
た

園
児
は
父
母
や
速
く
か
ら
駆
け
つ
け

た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
声
緩
を
受
け
寸
元
気
に
ハ
イ
キ
ン

グ
」
「
紅
白
リ
レ
ー
し
「
つ
な
ひ
き
」

な
ど
お
種
目
に
元
気
い
っ
ぱ
い
。

ま
た
、

1

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
北
海

道
」
「
き
る
か
に
合
戦
」
の
毅
子
競

技
で
は
子
供
達
と
い

っ
し
ょ
に
父
母

も
大
ハ

y
ス
ル
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
.

〕4
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手話同好会員による手話の実技指導

火
事
や
救
急
は
か
早
く
知
ら
せ
る
u

こ
と
が
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
、

人
命
や
財
産
を
守
る
決
め
手
に
な
り

ま
す
。

。
正
し
い

1
1
9
番
通
報
の
仕
方

〈
一
般
加
入
電
話
の
電
話
〉

①
火
卒
、
救
急
の
別
を
伝
え
る

②
住
所
は
正
確
に
伝
え
る

③
何
が

(誰
が
)
ど
う
し
た
か
を
正

し
く
伝
え
る

④
通
報
者
本
人
的
氏
名
を
明
ら
か
に

し
て
下
さ
い

。
1
1
9
番
は
緊
急
電
話
で
す

消
防
自
動
車
が
サ
イ
レ
ン
を
的
ら

し
て
近
く
を
通
る
と
1
1
9
番
で
「
い

ま
の
火
事
は
ど
こ
で
す
か
」
と
尋
ね

て
く
る
人
が
い
ま
す
。

愛ち申ん じ

ま
た
、

1

1
9
番
で

「
当
番
病
院

は
ど
こ
で
す
か
」
と
尋
ね
て
く
る
人

も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で

1
1
9
番
を
か
け
る
と
、

1
1
9
番

が
話
し
中
に
な
り
、
別
的
災
害
を
知

ら
せ
る

1
1
9
番
が
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

緊
急
時
以
外
に
は
、
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
れ
以
外
的
用
件
、
い
た

ず
ら
等
で
は
、
絶
対
に
か
け
な
い
で

下
さ
い
。

。

4
月
1
日
か
ら
9
月
末
の
出
動
併

数火緊

急災

93 3 
{ヰ件

突
通
規
制
の

お

知

ら

せ

昭
和
線
特
改
1
腕
工
事
の
た
め
、

本
年
ロ
月
お
日
ま
で
今
金
笹
察
官
派

出
所
前
か
ら
股
協
デ
パ
ー
ト
前
ま
で

の
聞
が
部
分
的
に
交
通
止
め
と
な
り

ま
す
。

工
事
期
間
中
、
皆
さ
ま
に
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

{経
済
部
建
設
課
〉

〕5
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。
今
金
町
農
産
物
フ
ェ
ア
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ネ
ギ
な
ど
を
完
売
グ

M
H

北
海
道
フ
ェ

ア
1
n
代
身
木
に
参
加

首
都
圏
内
人
た
ち
に
北
海
道
の
物

産

観

光

を

P
R
す
る
「
担
北
海
道

フ
ェ
ア

1
n
代
々
木
」
が
同
月
日
、

日
目
的
両
日
、
東
京
代
々
木
公
園

で
開
催
さ
れ
、
お
万
人
町
人
出
が
あ

り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

道
や
道
観
光
連
盟
な
ど
で
つ
く
る

実
行
委
只
会
主
催
で
今
年
で

5
回

目
、
北
海
道
各
地
の
特
産
品
販
売
や

郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
か
ら
は
，
今
金
町
脱
産
物

フ
ェ

7
0
と
し
て
農
協

・
町

・
生
産

者
5
名
が
参
加
し
、

A
Y
金
男
爵
イ
モ

3

5

1
、
軟
白
長
ネ
ギ
0
・2
1

玉
ネ
ギ
1

t
、
ニ

ン
ジ
ン

0
・5
t

入院時の食事についての
定額一部負担の導入

医療保険制度の改正により、平成 6年 10月 1日から、入院中の忠者さんには、診療や投薬などの医

療費に係る一部負担金と入院中の食事に係る負担(標準負担級)とを、医療機関の窓口でお支払いい

ただく こ とになります。

( "1'成 6年 10月~平成 8年 9月)

ただし、

600円

次 の 1及び 2の場合には、それぞれ以下の金額に軽減されます。

1 市町村民税非製税の世帯干に属する方で、標準負担額の減額認定をうけている場合

1日につき

。入院時の食事についての標準負担額

に
ん
に
く
0
・
ロ

t
を
完
売
し
ま
し

た
。今

金
町
内
テ
ン

ト
へ
内
入
り
込
み

は
、
約
3
千
人
で
、

北
海
道
町
内
肱
産
物

町
人
気
円
高
さ

を
示
し
て
い
ま
し

た

• • 450 
(平成 6年 10月 1日以降のものに|浪る。)を超えている場合

円

300円

1日

1日

;日過去 1年間の入院日数が90日

国保病院を舞台に

火災避難訓練を実施

秋
の
火
災
予
防
迎
問
に
さ
き
が
け
‘
叩
月
7
日
に
町
国
保

病
院
を
舞
台
に
総
合
的
な
火
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。同

病
院
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に
山
地
雌
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
日
は
付
添
人
厨
房
か
ら
出
火
し
た
と
の

想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
院
内
放
送
で
入
院
、
外
来
的
忠

者
ら
に
火
災
発
生
を
告
げ
る
と
同
時
に
消
防
署
に
通
報
。

思
者
役
の
職
員
を
看
護
婦
ら
が
非
常
口
に
誘
導
し
無
事

に
避
縦
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
一
分
団
に
よ
る
快
擬
火
災
の
消
火
訓
練
も
同

時
に
行
わ
れ
、
消
防
タ
ン
ク
車
な
ど
5
台
が
出
動
し
て
放

水
訓
練
も
行
い
、
万

一
円
火
災
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

消
防
岩
員
の
指
導
で
、
燃
え
る
油
を
消
火
器
で
消
し
止

め
る
訓
練
に
も
其
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

を知る週間
11 月 11 日後)~11 月 17 日(木)

『この社会あなたの税がし、きている」

税

「この社会あなたの税がいきている」をスローガンに Jl月Jl日幽から 17

日闘を「税を知る週間」とし、国民的皆さんに税同芯義や役割iを正しく理

解 L、考えていただけるよう全国的に各種的行事をrm広〈行います。

1
 

6
 

[
 

l-査一構造統計調査にご協力を

12月31日現在で、全国一斉に工業

統計調査、石油等消費構造統計調査

が行われます。この調査は、通商産

業省が道と市町村を通じて実施する

ものです。

工業統計調査は、製造業の生産活

動向拭況を、石油等消費構造統計調

査は、石油を中心とするエネルギ

の消jt実態を把握するものです。

これらの調査結呆は、行政の施策

立案の基礎資料と Lて、また、企業

や大学などにおいても 、幅広〈利用

されています。

なお、調査の実施にあたっては、

知事が任命Lた統計調査貝が事業所

を訪問Lますので、ぜUご協力をお

願いします。

〈調査対象〉

O工業統計調査

製造業に属する事業所 (国に属す

る事業所を除()

O石油等消費構造統計調査

製造業部門

製造業に属する事業所内 っち、

従業者30人以上の事業所

200同

2 市町村民税非課税の世帯に属する方で、老齢福祉年金を受給している場合

1日

標準負担額の減額認定の手続きなど

については、次のとおりです

摂 1及び 2の減額認定

被保険者 (国民健康保険加入者は世帯主)は、加入している保険者 (老人保健法による医療受給

の窓口に申告市し認定を受けてください。者は居住地を有する市町村)

より減額認定証が発行されま揺減額認定を受けますと、保険者 (老人保健は居住地を有する市町村)

入院の際に被保険者証などと合わせて医療機関の窓口に徒出してください。すので、

• • く〉食事代の一部負担は、高級療養~f を算定する自己負狙額には入りません。

."."“I目I目..."，，，，，.，，，，，，目I・M・"，，，..，，，，.“"".""".“"""““'"・"...."目I“..."..・““I目""目I目・1・i“1・.."""目I目""目I“.."，“1・'"“.."，目白I“目""・"'"目""・"""“1・""."""白..，，，，，，，，，，...，，，・h・".，.，..，.，..，.，.，....，.，..，.，.，.，.".，.，.".Z 

2 
2 
2 

2 
= 
2 
2 
2 

町民福祉課国保係

短期人間ドック畳~のお知らせ

申請及び問い合わせ先

〈日帰りコース〉

I世帯 1名の抽選といたします。

梢30歳以上の今金町国民他康保険加入者

。希望者が定員を超えますと、30名員

対象者

定

(総費用 50，000同)

lJ月 10日まて"に町民福祉課国保係へ

:..・'"・"''''・H・ I ・H ・""・ I ・H・l刷"""''' ，，''''''・""・ '"・"''''''“'"刷'"・1・"，...."""・ I ・H・l刷"""・I・..，.."""""ー"'"''''''・I ・H・""'"''''''・1・'"・""刷"，，"・ I ・H・1・"・ 1 ・""・ I ・H・I・ H・ 1 ・""・ 1 ・"・'"・"'"''''''・"，，"，'"刷"“1・ 1 ・ 1・"".，"~

〕7
 

〔

15，000円

今金町園保病院

受 診料

受診病院

申 L込み



昭
和
田
、
印
年

に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
美
利
河
I

遺
跡
の
う
ち
、
約

叩
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
部
分
が
、
こ

の
た
び
国
の
史
跡

と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
札
に

伴
い
、
遺
跡
的
名

称
を
英
利
河

I
遺

跡
か
ら
ピ
リ
カ
遺

跡
へ
と
変
更
し
ま

し
た
。

平
成

3
年

6
月

に
は
出
土
品
の
う

ち
1

6
3
点
が
重

要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
土
地
及
ぴ
出

土
品
が
そ
ろ
っ
て
国
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
史
跡
つ
て
な
ん
だ
?

史
跡
は
我
が
国
の
歴
史
を
理
解
す

る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
つ
、

規
模
、
出
土
造
物
等
に
お
い
て
価
値

の
高
い
頭
要
な
も
の
と
し
て
固
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成

5
年

7
月
現
在
で

1
3
3
8
件
あ
り

ま
す
。
全
国
に
は
初
万
箇
所
の
泣
跡

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
約

2
2
5
分
的

ー
と
い
う
非
常
に
精
選

さ
れ
た
遺
跡
が
史
跡
で
あ
る
わ
け
で

毎策調理議酔来日)

ピリカ遺跡が国の史跡となる

「史跡整備が待たれるピ リカ遺跡」

で
は
、
こ
の
遺

跡
内
重
要
性
を
ど

の
よ
、
フ
に
保
存
し
、

伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う

ー

η
?今

金
町
教
育
委

員
会
で
は
、
国
の

補
助
制
度
を
用
い

て
、
ピ
リ
カ
遺
跡

を
整
備
し
て
ゆ
く

計
画
を
持

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
ピ
リ

カ
旧
石
器
の
森
L

構
想
の
具
体
的
な

内
容
を
簡
単
に
述

べ
ま
す
と
、
①
遺

跡
の
全
体
的
な
説

明
、
案
内
を
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

を
遺
跡
近
く
に
設
け
る
。
②
石
器
が

出
て
い
る
よ
う
す
、
地
岡
山
の
状
態
を

見
せ
る
露
出
保
謎
展
示
を
行
、
っ
。

③
今
よ
り
寒
か

っ
た
当
時
に
生
、
え
て

い
た
純
物
を
復
元
し
、
そ
の
中
に
復

元
住
居
や
石
器
づ
く
り
の
広
場
を
設

内
川
ヲ
@
。

す
。
ピ
リ
カ
遺
跡
は
、
出
土
し
た
石

慌
の
時
代
的
な
変
避
を
明
確
に
た
ど

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
焚
火
跡
、
石

器
製
作
跡
を
良
好
に
残
し
て
い
る
占
、

で
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
ま
し
れ
J
も

北
海
道
旧
石
器
時
代
的
唱
跡
に
あ
っ

て
は
紋
別
郡
白
滝
村
遺
跡
に
次
ぐ

2

例
目
で
す
。

史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
、
現
状
を

変
更
す
る
よ
う
な
行
為
は
原
則
的
に

抑
え
ら
れ
、
そ
の
文
化
的
、
岡
田
史
的

な
価
値
を
後
世
に
泣
し
て
ゆ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
の
?

こ
の
よ
う
に
、
遺
跡
を
歴
史
学
習

の
場
、
生
活
空
間
と
し
て
生
か
す
た

め
に
立
体
的
に
復
元
し
、
さ
ら
に
旧

石
器
時
代
の
生
活
体
験
学
習
が
で
き

る
よ
、
7
な
場
と
す
る
艶
備
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

• • 

⑨
小川
⑧
⑨
⑧
易

チ
ソ
ク
の
方
を
登
り
ま
し
た
。

秋

の

遠

足

上
で
は
ス
ベ
リ
ム
ロ
や
ト
カ
ン
な
ど

で
遊
ん
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

花
石
小
6
年

鈴

木

理

ぷ
特
に
長
い
ス
ベ
リ
台
は
み
ん
な
が
楽

し
み
に
し
て
い
て
、
ま
ず
そ
れ
を
す

h
-竃
円
H

r

h
・

V

べ
り
ま
し
た
。
先
生
方
も
み
ん
な
す
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
の
寸し
り
す
べ

3

・

間

以

「

『

J
圃

'

べ

り

ま

し

た

。

を
し
ま
し
た
。
し
り
す
べ
り
は
、
す

a開
{
一

j

k』
司

そ

の

後

、

文

化

祭

に

出

す

絵

の

か

ぺ

ら

な

い

と

思

っ
て
い
た
ら
、
け

つ

4
 .
.
 ，TJ恥

4
・

・

司

ん

た

ん

な

ス

ケ

y
チ
を
し
ま
し
た
。

こ
う
す
べ

っ
て
ジ
ャ

l
ジ
に
ど
ろ
が

司

何

回

も

ス

ベ

リ

台
を
す
べ
っ
て
い
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

日
月

7
目
的
金
眼
目
に
秋
の
遠
足
る
う
ち
に
畳
に
な
り
、
昼
食
の
弁
当
友
人
的
邪
彦
君
は
、
勢
い
が
す
ご

が
あ
り
ま
し
た
。
場
所
は
、
今
金
の
を
食
べ
て
い
た
ら
、
今
金
小
学
校
の
く
て
ひ
ざ
を
ぶ
つ
け
て
痛
が

っ
て
い

総
合
公
園
で
、
車
で
行
き
ま
し
た
。

生
徒
が
写
生
に
来
ま
し
た
。

ま
し
た
。
残
り
の
時
間
は
、
教
頭
先

総
合
公
園
に
つ
い
た
ら
、
す
ぐ
荷
長
食
を
食
べ
た
後
、
フ
リ
ス
ビ
ー
生
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に

「
き
の
こ
と

物
を
持

っ
て
登
り
ま
し
た
。
途

中

か

を

し

て

遊

び

ま

し

た

。

り

」
を
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
お
く

ら
、
ふ
つ
う
の
道
で
は
な
く
ア
ス
レ
そ
れ
か
ら
、
前
か
ら
計
画
し
て
い
に
行
く
と
り

っ
ぱ
な
落
葉
き
の
こ
が

….j
i
H
.l
i
lfi
li--A訂
.叫

引

幻

川

町

内

引

い
お

ぶ

町

民

コ

あ
っ
て
、
夢
中
で

…
仔

藤

定

雌

r
d
勤
務
し
て
い
ま
す
。

…

さ
が
し
ま
し
た
。

一

4
1
9
月
ま
で
の
約
6
ヵ
月
間
、
江
別
市
に
あ
る

…

そ
の
後
、
先
生

一

末

広

町

川

北
海
道
消
防
学
校
で
消
防
の
基
礎
を
学
ん
で
き
た
伊

一

が

「帰
る
ぞ
口
と

ク

‘

.

藤

♂
は

「
消
防
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
本
当
の

一

言
っ

た
の
で
、
荷

一

.

.

 

基
礎
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
輩
に
色
々
と
教
二

物
を
持
っ
て
ス
ベ

マ

h.，R
F

』

・

・

て

も

ら

い

、

一
目
も
早
く
町
民
的
抽
出
さ
ん
の
役
に
立

…

リ
台
で
降
り
ま
し

葉

圃

司

一

f
i川

』

a
a・
ち

た

い

で

す

。
将
来
は
回
貝
さ
ん
や
町
民
の
皆
さ
ん

円

た
。

ま

a
r
c-
h
h

に
頼
り
に
さ
れ
る
消
防
士
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

…

っ
か
れ
た
け
ど

叫

4

・V
当
叶
4・
固

ま

す

己
と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

…

と
て
も
楽
し
い
遠

一

4
・

・

伊

藤

、ん
は
金
原
中
央
で
農
業
を
営
む
良

て
ん
の
長

…

足
で
し
た
。

一

4
・
男
で
趣
味
は
球
技
全
般
、
カ
ラ
オ
ケ
も
得
意
だ
と
話

…

H
J
I
l
-
-
I
L
-
-
f
ト
』
し
て
い
ま
し
た
。

M

ピ
リ
カ
遺
跡
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
り
、
全
道
全
国
へ
の
情
報
発

信
源
と
な
る
た
め
に
は
、
町
民
の
積

極
的
な
か
か
わ
り
が
必
要
で
す
。

こ
の
史
跡
整
備
は
博
物
館
建
設
と

連
動
し
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
史
跡

的
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
博
物
館
と
一

体
化
さ
せ
る
計
画
で
す
。
第
3

・
4

回
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
に
お
い

〕日〔

て
は
、
こ
の
占
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
重
ね
て
い
ま
す
。
大
ま
か
な
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
次
回
に
お
知

ら
せ
す
る
子
定
で
す
。

官
資
料
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

山
下
定
雄
さ
ん

(
6
月
1
日
)

一
斗
カ
メ
他
生
活
資
料

小
附
生
男
さ
ん
(
叩
月
日
日
)

キ
テ
ン
他
制
製
4
占

せ

ピリカ遺跡的史跡指定を記念して下記のとおり行事を行います。

O史跡指定記念展

と き/11月 8日ωから 11月13日(日)まで

(午前 9時から午後 5時まで)

ところ/今金町民センター 2階研修室

内 容/美利河 I遺跡、神丘 2遺跡、神丘 7遺跡出土の石器類の公開。

口史跡指定記念シンポジウム rピリカ旧石器の森を探る』

と き/11月12日ω 午後 1時から

とニろ/今金町民センター 2階大会議室

内 容/ rピリカ旧石器人が眺めた風王子、」小野有五氏(北大大学院地

球環境科学研究科教授)

「ピリカ泣跡の赤土はどこから来たか」腕津好博氏(道教育

大函館校助教授)

「東アジアの中のピリカ遺跡」加藤晋平氏(国学院大学教授)

※学界第 線的講師陣をお迎えしての町民対象的わか りやすいシンポジ

ウムです。あなたも旧石器内森の探検者になってみませんか/

勺実日お

• • 
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除
雪
車
の
運
転
手
を

募
集
し
ま
す

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
い--En

 

インフョrメーション

1 

と
き
日
月
げ
日
(
木
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時
ま
で

と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

{
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

Z 3 

道
立
江
差
高
等
技
術

専
門
学
院

学
生
募
集
に
つ
い
て

せ

募
集
科
目
と
応
募
資
格

建
築
科
、
土
木
施
工
管
理
科

(
高
卒
以
上
、
及
び

こ
れ
と
同
等

以
上
の
学
力
を
有
す
る
方
。
男

女
は
聞
い
ま
せ
ん
)

2
願
書
受
付
期
間

新
規
及
び
過
年
度
高
卒
者

平
成
6
年
日
月
1
日
i
同
羽
田

ま
で

離
転
職
者

平
成
6
年
ロ
月
1
日
i
平
成
7

年
1
月
訂
日
ま
で

(
入
学
願
書
は
学
院
及
び
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま

す
)

3
入
学
中
の
特
典

※
授
業
料
、
教
材
質
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
教
科
書
、
実
習
服
、

役
場
経
済
部
建
設
課
ま

1 

献
血
の
お
知
ら
せ

l 2 

年
金
相
談
日
の

お

知

ら

検診を受けて明るい健康づくり

11月みんな

-

• • 

(町民福祉課荷生保国保時)

工
具
代
な
ど
に
つ
い
て
は
実
費
負

担
と
な
り
ま
す
。

※
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
に
は
、

学
割
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

京
遠
方
で
通
学
困
難
な
方
に
は
寄
宿

舎
が
あ
り
ま
す
。

接
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
で
職
業
安

定
所
の
入
学
指
示
を
受
け
た
方
は
、

在
学
期
間
中
、
基
本
手
当
及
び
通

学
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
道
立
江
差
高
等
技
術
専

門
学
院

(防

2
ω
8
1N12
8
)
ま
で

犯

罪

捜

査

に

ご

協

力

を

犯
罪
円
増
加
傾
向
が
続
く
中
で
、

平
成
5
年
内
刑
法
犯
認
知
件
数
は
1

8

0
万
件
を
超
え
、
戦
後
最
高
を
記

録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
重
要
凶
悪
犯

罪
が
多
発
す
る
と
と
も
に
犯
行
の
悪

質
化
、
広
域
化
、
ス
ピ
ー
ド
化
は
一

層
進
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
大
量
生
産
、
大
記
流
通

の
一
般
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
犯

行
現
場
に
遺
留
さ
れ
た
物
な
ど
事
件

と
関
係
の
あ
る
物
か
ら
犯
人
を
割
り

出
す

「物
か
ら
の
捜
査
」
も
難
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
犯
人

を
検
挙
し
、
事
件
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
市
民
的
皆
さ
ん
の
犯
罪
捜
査

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て

11 住民検診近づく

〕O
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〔

社会福祉協議会だより
6. 10. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略〕

〈埼玉県〉 石 山 春 男

(柑日本クラウン I11 村 ト 、

歌手岬 英二 奥 井 4同~、 男

光の村秩父自然学園 大 正 琴 「 琴 鈴 会 j

父兄間 タ 下 秋 雄

〈札幌市〉 秋 山 実

交通公社卜ラベラノド 牧 野 正

札幌麻生居 "チンコポンボン

〈瀬棚町〉 松 ヌ]く 正 義

石 )11 悟 犬 塚 アサ子

〈今金町〉 メ寸弘、 金 農 協

美利河小学校児童会 白 窄山ぎ 手1) 勝

岡 本 政 明 キサ 上 実

大 倉 行 雄 み な み か わ 募 金 箱

花 石 老 人 ク ラ ブ

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
、
次
の
占
を
中
心
に
し
て
、
犯

罪
捜
査
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

。
「
事
件
か
な
?
」
と
思
っ

た
ら
迷

わ
ず
1
1
0
番
を
/

D
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
こ
と

は
積
極
的
に
通
報
を
/

口
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

。
被
害
に
遭

っ
た
と
き
に
は
必
ず
届

山
山
手
乞

0
指
名
手
配
犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を

自
衛
隊
生
徒
募
集

防
衛
庁
で
は
平
成
7
年
3
月
下
句

採
用
内
陸
・
海
空
自
衛
官
を
募
集

• • 
住
民
検
診
が
日
月
8
日
1
1
月
日

日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
年

に
1
回
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
?

わ
が
国
で
は
、
約
お
%
の
人
が
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
循
環
器
病
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
病
や
脳

卒
中
は
、
一
見
急
に
お
こ
る
よ
う
に

み
え
ま
す
が
、
実
は
そ
の
原
因
は
、

長
い
あ
い
だ
に
徐
々
に
進
ん
で
き
た

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
が
最
大
の
原
因

で
す
。
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
は
ほ
と

ん
ど
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
検

診
で
こ
れ
ら
の
芽
を
探
し
出
し
、
早

期
に
治
療
や
生
活
改
善
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

るれ

齢

わ

除

{

何

醐

で
す
心
八

診
で
ま

健
査
胤

が
検
雑

れ
な
山
山

乙
主

品川

-・・面圃圃園診・・・

町
で
は
除
雪
車
運
転
向
臨
時
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

戸
い

昌
吉
開

・
雇
用
期
間
ロ
月
紅
白
か
ら
翌
年

3
月
初
固
ま
で

・
雇
用
人
員
ロ
名

・
応
募
資
格
町
内
在
住
者
。

・
選
考
方
法
舎
類
選
考
と
し
ま
す

の
で
、
閉
山
歴
書
と
免
前
証
の
写
し

を
添
、
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

・
申
込
期
間
口
月
8
日
1
同
お
日

ま
で

・
申
込
先

で日
月
間
日
制
は
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察
い

た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

戸
」

三ロ

役
場
前

9

∞i
M

日

農

協

前

日

初

!

日

。

ぬ

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

項 目 対 象 者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 備 考 お知らせ

7日開)
老人福祉

一般相談 全 住 民 21日開 10: 00-12: 00 全地区 保健指導、健康相談
移動献血

① 

28日開)
センター 11月16日(水)

生佳 3ヶ月児 8日同
受付 今金

股関節X線撮器
役場前

② 股脱健器 " 13-: 00-13 : 30 保健所 9 : 00-14 : 15 

乳児相談 生佳6、9ヶ月児 17日同
畳付 町 民 身体計担人保健指導、健康相 農協前

③ " 9 ，30-10，00 センター 談 14 ， 30-16 ， 30 

I歳6ヶ月児健詮
生桂 I歳 受付 医師器察、フッソ塗布、毘検 ※今年度最佳白

④ 17日開 H " 7、8ヶ月児 12，30-13，OC 査、保健指導 献血です。

受付
尿検査、血液検査、歯科指導

⑤ 妊婦健診 妊婦の方 22日凶 " 国保病院 栄華指導、保健倍導、医師診
13，00-13，30 

事(有料)

⑥ 育児講座 生撞 3ヶ月児 24日同
受付 町 民 身体計側、保健指導、健康相

" 9 ，30-10，00 センター 談

⑦ 乳児健診
生桂 4、 7、

24日開
受付 身体計測、担位指導、常盤指

" " 10、 12ヶ月児 12 ， 3日-13，00 導、医師静察、歯科指導

⑥ 
髄医地区

全 住 民
受付

眼科24日同 " " 
巡回器療 14: 20-14 : 50 

し
て
い
ま
す
。

謀
募
集
種
目
第
叫
期
自
衛
隊
生
徒

接
受
験
対
象

(
男
子
)

平
成
7
年
4
月
現
在
日
歳
以
上

η

歳
未
満
で
中
学
卒
業
者
(
平
成
7

年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
)

掛
受
験
申
込
み
受
付
期
間

平
成
6
年
日
月

1
日
関
i
平
成
7

年

1
月
4
日
制

接
試
験
日

第
一
次
試
験

平
成
7
年
1
月
6
日
山
田

第
二
次
試
験

平
成
7
年
1
月
幻
日
目
i
M

日

ωの
指
定
す
る

一
日

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
今
金
募
集
事
務

所
ま
で

8
2
1
0
2
5
8

昨
年
は

1
0
8
6
人
(
役
場
職
員

除
〈
)
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

判
定
結
果
を
見
ま
す
と

H

異
常
な

L
H
が
2
4
2
人
で
受
診
者
の

2
割

強
で
あ
り
、

7
割
以
上
の
方
が
何
ら

か
の
所
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

人
す
べ
て
が
治
療
が
必
要
な
わ
け
で

は
な
く
、

4
割
の
人
は
食
事
な
ど
の

日
常
生
活
を
改
善
し
て
も
ら
い
経
過

を
見
ま
す
。

年
と
と
も
に
変
わ
る
か
ら
だ
の
機

能
を
調
べ
、
今
後
の
健
康
管
理
に
役

立
て
る
た
め
に
も
検
診
を
き
ち
ん
と

受
け
ま
し
ょ
う
。

.舎までにかかった

病気

・自覚症状
.飲酒や喫煙などの

生活習慣

・家族の病歴などを
たすねる

総コレステロール、GO丁、

GPT、赤血球数、へマトクリ

ット、ヘモグロビン、血糖

などを調べる

〕-1
 

〔



ややや 住民の副態 ~~や

(前月対比)

。)

9月末現在

7，467人口人

宮②0221

2 ④5011 

合⑦3021

8②0221 

fi:@)5011 

fi:@)5321 

11月の体目当番匿

(今金)

(北4脅山)

(瀬棚)

(今金)

(北櫓山)

(北柏山)

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

楢崎医院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

北楠山町国保病院

3日

6日

13日

20日

23日

0) 

( +11) 

0) 

3，603人

2，543世帯

3，864人

男

女

世帯数

27日

平 成6年度機動職業訓練

受講生の募集について

機動職業訓練は、季節労働者の安定雇用、通年雇用の

場を確立するための訓練であり 、受講者は最高90日聞の

雇用保険の受給がて$、訓練 1日につき 590円の受講手

当が支給されます。

1 訓練科目 建築技術科

2 期 間 平成 7年 1月11日から平成 7年 3月27

固まで 350時間

今金町技能者会館(旧母と子町家)

雇用保険法に基づく特例受給資格者で

あり 、 2年連続して受講Lないものと

する。

古事情によりこの限りでない場合があ

りますので、事前に確認願います。

20名

平成 6年 12月19日

ただし、定員に達し次第締め切ります。

平成 6年 12月21日

希望者が 6名以下となる場合は中止あ

るいは北檎山町て。の受講となる場合も

ありますので、あらかじめご承知下さ

霊

図 おたんじようおめでとう

9月15日(昌志さん長男)金

圏おくやみもう Lあげます

克、佐々木

• 鈴岡第 171歳10月 1日E立さん坂本

八束南原85耳元10月 2日カトさん松永

神丘西部88歳10月 3日村上源太郎丸
3 場所

4 畳講資格者
昇寒84歳10月 3日rti寂 さん伊 藤

種川宮前84歳10月 9日きわさん友 普

昭和町

金量合

56歳

68歳

10月10日

10月10日

鈴木美智子九

i韮さん佐藤
5 定員

8 申込締切

また、資格決定日以後の離職になり、

同時に手続きについても遅れる場合は

最大 1月10日まで認められますので、

その場合は申込締切日までにその旨ご

連絡下さい。

聞い合わせ先忍び申込 役場経済苦1¥商工観光課

7 資格決定日

8 その他

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
0
1
a
1
1
番

• 

豊
寿
国
で
観
楓
会

〕2
 

1
 

〔

生
バ
ン
ド
と
歌
に
大
喜
び

叩
月
ロ
日
に
豊
寿
図
で
誕
生
会
・

観
楓
会
が
行
わ
れ
、
生
バ
ン
ド
の
慰

問
も
あ
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

こ
の
目
、
慰
問
に
訪
れ
た
の
は
日

石
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
の
親
子
3
名
で
、

バ
ン
ド
演
奏
の
ほ
か
、
職
員
ら
が
生

バ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
得
意
の
ノ
ド
を

披
露
し
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。

肌
寒
い
天
候
の
た
め
屋
内
で
の
観

楓
会
と
な
り
ま
し
た
が
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
焼
き
な
ど
の
ゴ
チ
ソ
ウ
に
お
年
寄

り
ら
は
満
足
そ
う
で
し
た
。

編
一集
一後
一記

マ
わ
が
家
内
ア
イ
ド
ル
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

マ
み
ん
な
の
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

小
学
生
を
中
心
と
し
た
作
文
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
生
は
も

と
よ
り
大
人
も
含
め
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
町
内
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄

な
ど
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
臆
係


